	３
（月）
	300%成功 (せいこう)への道 (みち)

	
	創41章37～45節　そこで、ファラオは家臣 (かしん)たちに言 (い)った。「神 (かみ)の霊 (れい)が宿 (やど)っているこのような人 (ひと)が、ほかに見 (み)つかるだろうか。」(38)

	
	Remnantは絶対 (ぜったい)に揺 (ゆ)れない300%成功 (せいこう)を持 (も)って現場 (げんば)に行 (い)きましょう。私 (わたし)が必 (かなら)ずすべきこと100%、現場 (げんば)に必 (かなら)ず必要 (ひつよう)なこと100%、未来 (みらい)に必 (かなら)ず必要 (ひつよう)なこと100%を見 (み)つけて準備 (じゅんび)するのです。すると、300%の旅程 (りょてい)が始 (はじ)まって、職業 (しょくぎょう)に300%の答 (こた)えが与 (あた)えられます。この答 (こた)えを受 (う)けたヨセフの旅程 (りょてい)をいっしょに見 (み)てみましょう。

１つ目 (め)、神様 (かみさま)がヨセフに世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の夢 (ゆめ)を与 (あた)えてくださいました。その夢 (ゆめ)を成就 (じょうじゅ)する世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の旅程 (りょてい)の中 (なか)で、ヨセフは奴隷 (どれい)になったり、監獄 (かんごく)に行 (い)ったりもしました。また、官長 (かんちょう)に裏切 (うらぎ)られたりもしました。しかし、どんなこともヨセフには問題 (もんだい)になりませんでした。王 (おう)の前 (まえ)に立 (た)つようになり、ヨセフは世界 (せかい)宣教 (せんきょう)の門 (もん)を開 (ひら)けました。２つ目 (め)、ヨセフが行 (い)くすべての現場 (げんば)はNo time、No way、Nobodyでした。しかし、その現場 (げんば)で契約 (けいやく)が成就 (じょうじゅ)しました。３つ目 (め)、Remnantが300%を準備 (じゅんび)すれば、契約 (けいやく)が出 (で)てきます。私 (わたし)のただを見 (み)つけて、唯一性 (ゆいいつせい)の答 (こた)えを受 (う)ければ、神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださる再創造 (さいそうぞう)の知恵 (ちえ)を受 (う)けます。

Remnantの旅程 (りょてい)には、ヨセフのように苦 (くる)しいことがあるかもしれません。恐 (おそ)れずに大胆 (だいたん)で、謙虚 (けんきょ)になりましょう。神様 (かみさま)が天 (てん)の軍勢 (ぐんぜい)と御使 (みつか)いを送 (おく)って助 (たす)けてくださるからです。

	
	神様 (かみさま)、私 (わたし)と現場 (げんば)、未来 (みらい)に神様 (かみさま)が準備 (じゅんび)された300%を見 (み)つけて準備 (じゅんび)しますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2025.02.02.2部



	４
（火）
	新 (あたら)しい家族 (かぞく)が持 (も)つべき７やぐら

	
	Ⅱコリ10章4～5節　私 (わたし)たちの戦 (たたか)いの武器 (ぶき)は肉 (にく)のものではなく、神 (かみ)のために要塞 (ようさい)を打 (う)ち倒 (たお)す力 (ちから)があるものです。(4)

	
	Remnantに重要 (じゅうよう)なのは刻印 (こくいん)を変 (か)えることです。目 (め)には見 (み)えないのですが、サタンのやぐらは存在 (そんざい)しています。私中心 (わたしちゅうしん)の考 (かんが)え、人 (ひと)の言葉 (ことば)、成功 (せいこう)中心 (ちゅうしん)の考 (かんが)えです。それゆえ、このやぐらを変 (か)えなければなりません。

１つ目 (め)、24祈 (いの)りのやぐらを作 (つく)って、神様 (かみさま)がたましいを生 (い)かされたことを見 (み)ましょう。朝 (あさ)に祈 (いの)って、私 (わたし)の霊 (れい)と脳 (のう)、からだが生 (い)かされるのを体験 (たいけん)しましょう。昼 (ひる)には苦 (くる)しんでいる人 (ひと)に会 (あ)えば、キリストを伝 (つた)えて神様 (かみさま)が生 (い)かしてくださることを見 (み)ましょう。夜 (よる)には神様 (かみさま)から答 (こた)えを受 (う)ける深 (ふか)い祈 (いの)りをしましょう。２つ目 (め)、霊的 (れいてき)な力 (ちから)を伸 (の)ばす25祈 (いの)り集中 (しゅうちゅう)をしましょう。一日 (いちにち)に一度 (いちど)、私 (わたし)たちにくださった三位 (さんみ)一体 (いったい)の神様 (かみさま)の霊 (れい)と御座 (みざ)の祝福 (しゅくふく)、過去 (かこ)・現在 (げんざい)・未来 (みらい)問題 (もんだい)を解決 (かいけつ)する力 (ちから)が臨 (のぞ)むように集中 (しゅうちゅう)して祈 (いの)りましょう。すると、*５つの力 (ちから)と空中 (くうちゅう)の権威 (けんい)を持 (も)つ支配者 (しはいしゃ)に勝 (か)つ力 (ちから)が与 (あた)えられます。そして、未来 (みらい)をあらかじめ見 (み)る力 (ちから)と私 (わたし)の職業 (しょくぎょう)と教会 (きょうかい)、生活 (せいかつ)に三 (みっ)つの庭 (にわ)ができるように祈 (いの)りましょう。３つ目 (め)、永遠 (えいえん)という人生 (じんせい)のやぐらが建 (た)つように祈 (いの)りましょう。聖霊 (せいれい)の導 (みちび)きを受 (う)けることが私 (わたし)に対 (たい)する祝福 (しゅくふく)です。そして、現場 (げんば)に聖霊 (せいれい)の働 (はたら)きが起 (お)こるのを待 (ま)ちましょう。すると、この祝福 (しゅくふく)が持続 (じぞく)するシステムとして聖霊 (せいれい)の実 (み)が現 (あらわ)れます。

私 (わたし)に間違 (まちが)って刻印 (こくいん)されたやぐらが崩 (くず)れて24、25、永遠 (えいえん)のやぐらが建 (た)てられることを見 (み)るように祈 (いの)り続 (つづ)けましょう。

*５つの力 (ちから)：霊力 (れいりょく)、知力 (ちりょく)、体力 (たいりょく)、経済力 (けいざいりょく)、人材力 (じんざいりょく)のことです。

	
	神様 (かみさま)、私 (わたし)に24、25、永遠 (えいえん)のやぐらが建 (た)てられる始 (はじ)まりの日 (ひ)になりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.11.05.237新しい家族現場働き人訓練1講



	５
（水）
	新 (あたら)しい家族 (かぞく)が持 (も)つべき７旅程 (りょてい)

	
	使1章8節　しかし、聖霊 (せいれい)があなたがたの上 (うえ)に臨 (のぞ)むとき、あなたがたは力 (ちから)を受 (う)けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリアの全土 (ぜんど)、さらに地 (ち)の果 (は)てまで、わたしの証人 (しょうにん)となります。

	
	Remnantは237-5千種族 (せんしゅぞく)への福音 (ふくいん)運動 (うんどう)の証人 (しょうにん)として招 (まね)かれました。それゆえ、Remnantは使徒 (しと)1章 (しょう)8節 (せつ)にある証人 (しょうにん)として、神様 (かみさま)の旅程 (りょてい)を歩 (あゆ)むのです。

１つ目 (め)、「エルサレム」と言 (い)われました。それは、教会 (きょうかい)を意味 (いみ)します。Remnantは礼拝 (れいはい)を最高 (さいこう)の時間 (じかん)にしましょう。礼拝 (れいはい)時間 (じかん)にみことばと祈 (いの)り、証人 (しょうにん)の流 (なが)れに乗 (の)りましょう。すると、毎日 (まいにち)、宮 (みや)と家 (いえ)で神様 (かみさま)が与 (あた)えてくださる恵 (めぐ)みを味 (あじ)わうようになります。２つ目 (め)、「ユダヤ」と言 (い)われました。国家 (こっか)の問題 (もんだい)と家系 (かけい)の霊的 (れいてき)問題 (もんだい)、私 (わたし)の霊的 (れいてき)問題 (もんだい)のことです。これを祈 (いの)りで止 (と)めるのです。これは人 (ひと)の慰 (なぐさ)めや努力 (どりょく)では解決 (かいけつ)できません。ただ神様 (かみさま)から来 (く)る慰 (なぐさ)めを受 (う)ければ良 (よ)いのです。３つ目 (め)、「サマリア」を言 (い)われました。*迷信 (めいしん)と*盲信 (もうしん)、そして、自分 (じぶん)自身 (じしん)を信 (しん)じることを意味 (いみ)します。自分 (じぶん)が神 (かみ)になるということです。４つ目 (め)、「地 (ち)の果 (は)て」です。地 (ち)の果 (は)ては、私自身 (わたしじしん)の問題 (もんだい)を意味 (いみ)します。Remnantは自分 (じぶん)の傷 (きず)と霊的 (れいてき)問題 (もんだい)をたくさん持 (も)っています。そして、現実 (げんじつ)はとても難 (むずか)しいでしょう。それが私 (わたし)の地 (ち)の果 (は)てです。

Remnantは、御座 (みざ)の旅程 (りょてい)を歩 (あゆ)んで、証人 (しょうにん)を超 (こ)えて見張 (みは)り人 (にん)の祈 (いの)りを始 (はじ)めましょう。

*迷信 (めいしん)：科学的 (かがくてき)・合理的 (ごうりてき)根拠 (こんきょ)がない信仰 (しんこう)のことです。
*盲信 (もうしん)：正 (ただ)しいか正 (ただ)しくないかを分別 (ぶんべつ)せずに、むやみに信 (しん)じる信仰 (しんこう)のことです。

	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)のやぐらを持 (も)って旅程 (りょてい)を歩 (あゆ)む見張 (みは)り人 (にん)の答 (こた)えを受 (う)けるRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.11.05.237新しい家族現場働き人訓練2講



	６
（木）
	新 (あたら)しい家族 (かぞく)が持 (も)つべき７道 (みち)しるべ

	
	使1章8節　しかし、聖霊 (せいれい)があなたがたの上 (うえ)に臨 (のぞ)むとき、あなたがたは力 (ちから)を受 (う)けます。そして、エルサレム、ユダヤとサマリアの全土 (ぜんど)、さらに地 (ち)の果 (は)てまで、わたしの証人 (しょうにん)となります。(8)

	
	Remnantが問題 (もんだい)だと考 (かんが)えることは、ほとんどの問題 (もんだい)でない場合 (ばあい)が多 (おお)いです。ですから、答 (こた)えもないのです。最 (もっと)も重要 (じゅうよう)なのは、道 (みち)しるべを作 (つく)ることです。道 (みち)しるべで本当 (ほんとう)に答 (こた)えが出 (で)て来 (く)るからです。それゆえ、すべてを300%にしましょう。そのためにRemnantはどのようにすれば良 (よ)いのでしょうか。

１つ目 (め)、朝 (あさ)の*ルーティンを変 (か)えましょう。朝 (あさ)に私 (わたし)を生 (い)かす祈 (いの)りをすれば、脳 (のう)と霊 (れい)、からだが生 (い)かされます。神様 (かみさま)がくださった御座 (みざ)のやぐらと旅程 (りょてい)、道 (みち)しるべを持 (も)って集中 (しゅうちゅう)して祈 (いの)って味 (あじ)わうのです。それとともに、余裕 (よゆう)を見 (み)つけましょう。２つ目 (め)、昼 (ひる)には神様 (かみさま)と対話 (たいわ)祈 (いの)りをするのです。すべてのことと、すべての人 (ひと)、すべての現場 (げんば)を祈 (いの)りで味 (あじ)わいましょう。ヨセフは奴隷 (どれい)として行 (い)ったので、特別 (とくべつ)に祈 (いの)ることができる時間 (じかん)がありませんでした。ですから、すべてのことの中 (なか)で祈 (いの)りを味 (あじ)わったのです。この奥義 (おくぎ)を持 (も)ちましょう。３つ目 (め)、夜 (よる)には必 (かなら)ず答 (こた)えを受 (う)けましょう。神様 (かみさま)のみことばで確信 (かくしん)が持 (も)てる時 (とき)まで祈 (いの)りましょう。そして、力 (ちから)を受 (う)けるのです。そのとき、癒 (い)やしが起 (お)こります。

Remnantは24時 (じ)祈 (いの)りを味 (あじ)わって、25時 (じ)集中 (しゅうちゅう)時間 (じかん)を持 (も)ちましょう。そして、これから教会 (きょうかい)でRemnantの信仰 (しんこう)の作品 (さくひん)を残 (のこ)すように祈 (いの)りましょう。

*ルーティン：毎日 (まいにち)同 (おな)じ時間 (じかん)にする決 (き)まったことや活動 (かつどう)のことです。

	
	神様 (かみさま)、神様 (かみさま)のやぐら、旅程 (りょてい)、道 (みち)しるべを祈 (いの)りで集中 (しゅうちゅう)して味 (あじ)わうRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.11.05.237新しい家族現場働き人訓練3講



	７
（金）
	3経済 (けいざい)の回復 (かいふく) - 光 (ひかり)の経済 (けいざい)

	
	使18章1～4節　パウロは安息 (あんそく)日 (にち)ごとに会堂 (かいどう)で論 (ろん)じ、ユダヤ人 (じん)やギリシア人 (じん)を説得 (せっとく)しようとした。(4)

	
	本当 (ほんとう)に伝道 (でんどう)運動 (うんどう)が起 (お)きている教会 (きょうかい)への献金 (けんきん)は、光 (ひかり)の経済 (けいざい)の始 (はじ)まりになります。光 (ひかり)の経済 (けいざい)の始 (はじ)まりになった証拠 (しょうこ)を聖書 (せいしょ)で調 (しら)べましょう。

１つ目 (め)、使徒 (しと)2章 (しょう)では、遠 (とお)くから来 (き)た人々 (ひとびと)がマルコの屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)で恵 (めぐ)みを受 (う)けて献金 (けんきん)しました。これが光 (ひかり)の経済 (けいざい)の始 (はじ)まりになりました。２つ目 (め)、使徒 (しと)4章 (しょう)では、バルナバが自分 (じぶん)の土地 (とち)を売 (う)ってささげました。これが初代 (しょだい)教会 (きょうかい)の驚 (おどろ)くべき働 (はたら)きに変 (か)わりました。３つ目 (め)、使徒 (しと)9章 (しょう)では、タビタの小 (ちい)さい奉仕 (ほうし)が光 (ひかり)の経済 (けいざい)の始 (はじ)まりになってヤッファを生 (い)かしました。４つ目 (め)、使徒 (しと)10章 (しょう)では、皮 (かわ)でさまざまな製品 (せいひん)を作 (つく)るシモンが出 (で)てきます。ペテロがこのシモンの家 (いえ)に留 (とど)まっていたとき、コルネリウスという異邦人 (いほうじん)の弟子 (でし)に会 (あ)います。５つ目 (め)、使徒 (しと)16章 (しょう)では、紫色 (むらさきいろ)に染 (そ)めた服地 (ふくじ)を売 (う)るリディアが出 (で)てきます。この人 (ひと)は伝道者 (でんどうしゃ)を家 (いえ)に招 (まね)いて留 (とど)まるように言 (い)いました。これがピリピ全体 (ぜんたい)を生 (い)かしました。６つ目 (め)、使徒 (しと)18章 (しょう)では、プリスカ夫婦 (ふうふ)が出 (で)てきます。この人々 (ひとびと)は、伝道者 (でんどうしゃ)パウロが一生 (いっしょう)福音 (ふくいん)を伝 (つた)えることができるように助 (たす)けました。最後 (さいご)に、ローマ16章 (しょう)にもこのような光 (ひかり)の経済 (けいざい)の始 (はじ)まりが出 (で)てきます。

Remnantは光 (ひかり)の経済 (けいざい)の答 (こた)えを受 (う)ける主役 (しゅやく)になるように祈 (いの)りましょう。


	
	神様 (かみさま)、まことの伝道 (でんどう)をする教会 (きょうかい)に光 (ひかり)の経済 (けいざい)が与 (あた)えられますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン


2024.11.12.第8次アジア産業人大会1講



	８
（土）
	3経済 (けいざい)の回復 (かいふく) - 宣教 (せんきょう)経済 (けいざい)

	
	使徒18章1～4節　そこで、ポントス生 (う)まれでアキラという名 (な)のユダヤ人 (じん)と、彼 (かれ)の妻 (つま)プリスキラに出会 (であ)った。クラウディウス帝 (てい)が、すべてのユダヤ人 (じん)をローマから退去 (たいきょ)させるように命 (めい)じたので、最近 (さいきん)イタリアから来 (き)ていたのである。パウロは二人 (ふたり)のところに行 (い)き、(2)

	
	神様 (かみさま)はRemnantに世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の使命 (しめい)を最初 (さいしょ)から言 (い)われました。それゆえ、Remnantは器 (うつわ)が準備 (じゅんび)されるようにしましょう。聖書 (せいしょ)で宣教 (せんきょう)経済 (けいざい)の答 (こた)えを受 (う)けた人 (ひと)はだれでしょうか。

１つ目 (め)、パウロです。パウロは現場 (げんば)で聖霊 (せいれい)が準備 (じゅんび)された人 (ひと)、こと、場所 (ばしょ)に完 (かん)ぺきに導 (みちび)かれました。門 (もん)がふさがった時 (とき)は、もっと大 (おお)きな計画 (けいかく)を見 (み)つけ出 (だ)しました。現場 (げんば)を100%把握 (はあく)して、暗闇 (くらやみ)を打 (う)ち砕 (くだ)きました。そして、不治 (ふじ)の病 (やまい)を癒 (い)やし、さらに重要 (じゅうよう)なシステムを作 (つく)りました。２つ目 (め)、重職者 (じゅうしょくしゃ)です。リディアはパウロチームを通 (とお)して福音 (ふくいん)を聞 (き)いてバプテスマを受 (う)けました。そして、パウロがピリピ地域 (ちいき)で伝道 (でんどう)することができるように助 (たす)けました。プリスカ夫婦 (ふうふ)はコリント教会 (きょうかい)を変 (か)えました。パウロは弟子 (でし)を別 (べつ)に立 (た)て、働 (はたら)きが起 (お)こりました。このように神様 (かみさま)は重職者 (じゅうしょくしゃ)に永遠 (えいえん)のことを与 (あた)えられます。３つ目 (め)、未来 (みらい)を準備 (じゅんび)した人々 (ひとびと)です。パウロと重職者 (じゅうしょくしゃ)は、会堂 (かいどう)と講堂 (こうどう)、広場 (ひろば)に入 (はい)り込 (こ)んで、Remnantに福音 (ふくいん)と祈 (いの)りを教 (おし)えました。御座 (みざ)の奥義 (おくぎ)を持 (も)っているRemnantが動 (うご)く所 (ところ)には、神様 (かみさま)の働 (はたら)きが起 (お)こります。

Remnantがこの答 (こた)えを受 (う)ければ*裏面 (りめん)契約 (けいやく)と*隠 (かく)された契約 (けいやく)、そして*永遠 (えいえん)の契約 (けいやく)が出 (で)て来 (き)ます。

*裏面 (りめん)契約 (けいやく):神様 (かみさま)と私 (わたし)だけが通 (つう)じる契約 (けいやく)
*隠 (かく)された契約 (けいやく):私 (わたし)を世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)に用 (もち)いようとされる神様 (かみさま)の隠 (かく)された契約 (けいやく)
*永遠 (えいえん)の契約 (けいやく):永遠 (えいえん)に残 (のこ)る作品 (さくひん)を作 (つく)る契約 (けいやく)

	
	神様 (かみさま)、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の契約 (けいやく)を持 (も)って宣教 (せんきょう)経済 (けいざい)に挑戦 (ちょうせん)するRemnantになりますように。生 (い)きておられるイエス・キリストの御名 (みな)によってお祈 (いの)りします。アーメン

2024.11.13.第8次アジア産業人大会2講



